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1 はじめに

使用可能な日用品を廃棄することを「もったいない」
と考える人は多い．使えるものを廃棄することは資源
の無駄遣いであり，リサイクルするか譲渡し，持続可
能な社会を目指すべきである．しかしながら不要な日
用品を他人に譲る手続きには，輸送，説明，金銭の授
受など面倒なことが多い. ところが、隣近所に住む知
人に無償で譲渡する場合，このような手続きは不要で
ある．そこで本研究では寮や集合住宅の住人を対象と
し，不用品の写真を撮影するだけの簡単な手続きで不
用品の無償譲渡を実現するシステム「あげますカメラ」
を開発した．簡単な手間で，持続可能な社会を実現し，
部屋を片付け，さらには住人同士のコミュニケーショ
ンを促進するシステムである．

2 関連研究

2.1 モノに関した CtoC型サービス
近年，スマートフォンなどが普及したことにより個
人間の取引が拡大しつつある．[1] 主に利用されてい
るモノに関した CtoC型サービスには，ヤフオク！1や
eBay2などのインターネットオークション，メルカリ3や
Letgo4などのフリマアプリ，ジモティー5や craigslist6な
どのクラシファイドサービスがある．これらのサービ
スは，多くの人が利用でき，不用品を売り利益を得る
ことができる．しかし，「写真通りの商品ではなかった」
「期日を過ぎたのに商品が発送されなかった」「購入完
了までのやりとりでトラブルになってしまった」など
の問題が起きている．[2]「個人間のトラブルが心配」
「面倒だ・面倒そう」などの理由から，サービスを利用
しない人もいる．[3]本システムは寮や集合住宅の顔見
知り同士のコミュニティにおける無料での物品譲渡を
対象にする．そのため既存のサービスでは必須であっ
た，見知らぬ人との信頼性のある金銭物品授受を担保
する仕組みは不要である．そこで，発送や連絡の手間
をできる限り無くし，シンプルな操作で不用品を譲渡
できるシステムを目指した．

2.2 ユーザを地域または近隣住民に限定した SNS
地域または近隣住民に限定した SNS には，しん
じゅくノート7などの各地域のサイトや，マチマチ8や
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1ヤフオク！：https://auctions.yahoo.co.jp/
2eBay：https://www.ebay.com/
3メルカリ：https://www.mercari.com/jp
4Letgo：https://jp.letgo.com/en
5ジモティー：https://jmty.jp/
6craigslist：https://www.craigslist.org/about/sites
7しんじゅくノート：https://shinjuku.mypl.net/
8マチマチ：https://machimachi.com/

図 1: システムの概要

PIAZZA9などのご近所 SNS，COLLABO10などのマン
ションの居住者専用サイトがある．これらは，近くに
住んでいる人とのコミュニティの形成，日記や写真の
共有，意見や情報の交換を目的としている．本システ
ムでは寮や集合住宅などの，さらに身近なコミュニティ
を対象とした．システムの目的は不用品譲渡の仲介で
あるが，モノのやりとりが他の住人を知るきっかけと
なり，コミュニティ形成の手助けにもなると考える．

3 実装

システム概要図を図 1に示す．ユーザはスマートフォ
ンから本システムのWebページにアクセスすることを
前提とした．そこでサーバ上にApache HTTP Serverを
立て，PHP，JavaScriptで記述したウェブページを作成
した．データの蓄積には mSQLを使用した．

Webページ上の不用品一覧は，ユーザが所有するス
マートフォン上だけでなく，寮や集合住宅の玄関のよ
うな共有空間に設置したデジタルサイネージにも表示
される．デジタルサイネージにより，スマートフォンか
ら積極的にアクセスしないユーザにも不用品を通知す
ることができ，本システムの利用促進につながる．デ
ジタルサイネージは，Raspberry Pi 3 11を接続したディ
スプレイで構成し，これにサイネージ向けにデザイン
したWebページを表示する．Raspberry Pi 3を起動す
ると，ブラウザが自動で立ち上がりWebページが表示
されよう設定した．Webページの一部を図 2に示す．

4 使用方法

ユーザはスマートフォンなどの端末からWebページ
にアクセスし，本システムを利用することができる．ま
た，デジタルサイネージを利用することで，メールな
どの連絡手段を使わず，ユーザからの出品や申し出に
対する気づきを促すこと目指した．
本システムは，ユーザを寮や集合住宅の住人に限定
したサービスであること，無償でのやりとりであるこ
とを活かし，PCやスマートフォンで手間なく容易に扱

9PIAZZA：https://www.lp.piazza-life.com/
10COLLABO：http://www.m-collabo.com/
11Linux OS が搭載された組み込みコンピュータ
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図 2: Webページの一部

えるインタフェースを実現した．顔見知りのコミュニ
ティに限定することで，やりとりの相手に対してある
程度の信頼を得ることができる．そのため，信頼を担
保するための評価機能などが不要である．また，無償
の譲渡であることから，支払い手段の選択や，商品に
値段を決めることなどの手間が不要である．さらに，寮
や集合住宅でのモノの受け渡しの方法として，「出品者
の居室での譲渡」，「共有場所での譲渡」，「貰い手のポス
トへの投函」に限定した．これにより，受け渡し方法
の指定が単純になり，梱包や発送が不要である．また，
居室での譲渡では他の住居人とのコミュニケーション
のきっかけになると考えられる．

4.1 登録・出品

ユーザの登録には，部屋番号とパスワードを必要と
する．利用するユーザを１つの寮や集合住宅に限定し
ているため，住所を登録する必要はなく，無償での譲渡
であるため，クレジットカードなどの登録も必要ない．
ユーザは，本システムにログインしたあと，“カメラ
ページ” で写真を撮り，数行の説明を加えるだけで不
用品を出品することができる．寮・集合住宅内での受
け渡しを行うため，配送方法を決める必要はなく，ま
た無償譲渡であるため，値段を決める必要もない．小
さなコミュニティ内でのやりとりであり，出品される
ものが多くないと考えらるため，カテゴリ分けも必要
ないと考えた．写真を撮る以外の手間を最小限にする
ことで，カメラで撮影した不用品をそのまま譲渡する
「あげますカメラ」としての機能を目指した．

4.2 出品者との連絡

本システムでは出品者との連絡にメールなどの代わ
りに，単純でわかりやすい星と鳥のマークを使用する．
貰い手が “アイテムページ”で「ほしいボタン」をクリッ
クすると．出品物の画像に星のマークが表示される．星
のマークは商品に対して欲し（星）い人がいる状態を
示す．また，出品者が “アイテムページ”で出品物の受
け渡し場所を指定すると，出品物の画像に鳥のマーク
が表示される．鳥のマークは出品者が貰い手に商品を
取り（鳥）に来て欲しい状態であることを示す．ユーザ

はデジタルサイネージかスマートフォンからWebペー
ジにアクセスしマークを見ることで，商品の状態を確
認することができる．マークがついていたら，その “ア
イテムページ”にアクセスし，相手からの連絡を見る
ことができる．出品者の居室での譲渡では，貰い手と
受け渡しの日時を相談する必要があるため，システム
上でメールなどの連絡先を伝え，その連絡手段で貰い
手とやり取りする必要がある．

4.3 受け渡し後の手続き

本システムでは，出品商品の掲示停止をシステムが
自動的に行う．そのため商品の受け渡し後の手続きは
不要である．商品の一覧が確認できる “アイテム一覧
ページ”では，欲し（星）いボタンが押された時に物
品の掲示を停止する．デジタルサイネージは，星マー
ク，鳥マークが付加されたことを，出品者・貰い手に
気づかせるために，その後も表示を続ける．そして鳥
マークが付いた後に，貰い手が “アイテムページ”にア
クセスした時に，当事者同士が物品譲渡を確認したと
判断し，商品の掲示を停止する．また，引き取りの申
し出がない物品は，3ヶ月後に自動で削除される仕様と
した．

5 まとめ

本研究では，寮や集合住宅の住人を対象として，簡
単な手続きで不用品の無償譲渡を実現するシステムを
開発した．今後，本システムを大学寮で運用し，有用
性とコミュニケーション促進の効果を確認する予定で
ある．
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